
国内の9つの放射光施設の整備時期及び整備主体について

西暦（年）

2010

2000

1990

1980

SPring-8（理研・原研（現QST （※2））

AichiSR（科学技術交流財団）2013（利用開始）

SAGA-LS（佐賀県）2006（利用開始）

New SUBARU（兵庫県立大学）2000（利用開始）

PF（KEK（※３） ）1983（利用開始）
PF-AR（KEK）1987（利用開始）

UVSOR（分子科学研究所）1984（利用開始）

HiSOR（広島大学）1998 （利用開始）

Rits SR（立命館大学）1996（利用開始）

1991（建設開始）

1997（利用開始）

共用法（※１）に基づき国が整備運営 大学・大学共同利用機関が整備運営 地方自治体が主に整備運営

※1 「特定先端大型研究施設の共用の促進に関する法律」（平成6年）※2 国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構（量研機構）※3 大学共同利用機関法人 高エネルギー加速器研究機構 愛知県等の支援により設立した公益財団法人

資料５－１

科学技術・学術審議会 研究計画・評価分科会

量子科学技術委員会

量子ビーム利用推進小委員会（第７回）

平成２９年５月１８日



我が国の放射光施設の得意とするエネルギー領域
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【補足事項】【補足事項】
• 輝度はアンジュレーター放射光輝度
• 立命館SRはアンジュレーターが採用できないため記載なし
• 楕円の色は、建設の時期により、1980年代、1990年代

前半、1990年代後半以降

SPring-8
軟X線向け高輝度放射光源


